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ボスレン
ボスレン社は2002年に設立され、この間に生産体制からオリジナルのノンフィクション出版
物やアルバムの生産に特化した出版社へと変貌を遂げました。
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ボスレン

ボスレン社は2002年に設立され、この間に生産体制から
オリジナルのノンフィクション出版物やアルバムの生産
に特化した出版社へと変貌を遂げました。

この出版社の特徴は、本の印刷性能のレベル、新しい形やデザインの解決

策の模索、技術革新への意欲、そして熱意と幅広い創造的な関心に特別な

態度を持っていることにあります。

 
製品情報

 出版社ボスレンは、小説、伝記・回顧録、児童文学、自然科学、美術・美

術史、歴史、文学批評、民族衣装史、応用文学などの分野で本を出版して

います。
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製品情報

出版社：サンクトペテルブルクのヨーロッパ大学の出版
社、PROSAIK出版社、出版社ルドミノブックセンター。

博物館：マリーナ・ツヴェータエワ

家博物館、アブラムツェヴォ博物館

保護区、天文学博物館、モスクワ芸

術劇場博物館、銀器時代博物館、ロ

シア民族誌博物館、セルギエフ・ポ

サド国立歴史美術館保護区

研究所：ビジネス・デザイン研究所、

ボリス・トロフィモフのワークショッ

プ、翻訳研究所。

公的・民間組織：モスクワ国立国際

関係研究所同窓会、国際討論会バル

ダイ、モスクワ観光レクリエーショ

ン庁、市民社会と人権のための大統

領評議会。
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 同時に、Boslenはロシアの領土内の多くの印刷会社や材料のメーカーと協

力しています - ウリヤノフスクプレスハウス、パレート-プリント、ウラル

スキーRabochy、チェホフスキー印刷工場だけでなく、企業Europapir

とAntalisロシア。

表彰・賞品

本のイメージ - 2017年には、Boslenの出版社は、その
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出版プロジェクトのための特別な審査員の卒業証書を受
け取った。2018年には、有名なブックデザイナーのマキ
シムロダンは、ボリスZaitsevによって本の上で彼の仕
事のための卒業証書を授与された - 本の快適さ。作家に
ついてもう一度。エッセイ;とVadim Huseynovはナタリ
アZazulinaによる本のデザインのための卒業証書を受け
取りました - ヨーロッパのソリティア。カトリーヌII.In
2019の治世の最後の10年間のクロニクルは、カテゴリ
のベストブックデザインの競争の勝者は、いくつかのデ
ザイナーであった - 書籍サハロフのデザインのためのボ
リスTrophimov。ケフィアは温めなければなりません。
ユーリ・ロストと未知のスタニスラフスキーにエレナ・
ボナーが語る愛の物語。本のデザインのためのダリ
アLitovchenkoと一緒に製品、風景、衣装デザイン、メ
イクアップだけでなく、アレキサンダーVasinの動機の
ための材料 - Korolev。イベントの地平線。厳しい男の
優しい手紙

会社概要 1.1.ボスレン社はオリジナルのノンフィクション出版物とアルバムの制作を

専門としている。 2.ボスレン社のポートフォリオの各エディションは、初

めて出版された資料を含むオープニングブックである。 3.出版社のパート

ナーには、様々な博物館、研究所、出版社、公共および民間の組織が含ま

れている。 4.ボスレン社の書籍は、文学とブックデザインの分野で毎年多

くの国際的および国内的なコンテストや賞の受賞者となっている。
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連絡先情報

ロシア, モスクワ, 71, バクニンスカヤ・ウリツァ, 10号館

  +7 495 902-00-69

  boslen_publishers
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ブランドページ

https://monolith.madeinrussia.ru/ja/catalog/3360 pr@madeinrussia.ru

メイド・イン・ロシア・プロジェクトは、デジタル取引とメディアのプラットフォームです。メイド・イン・ロシアの12カ国語によるビジネス情
報機関や、海外での商品やサービスの販売・宣伝を行うデジタル商社などが含まれています。プラットフォームに登録された企業は、Made in
Russiaプロジェクトのロゴの使用権、ロイヤリティプログラム、サービス、施設へのアクセス権を得ることができます。


